ミッ ドサ マー・ ニ ュー・ エ ナジ ー・ カ ン フ ァ レ ンス 2006 
[アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン チャ ネル ] 

クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 2006 年 7 月 15 日 コロ ラド 州 、 ブ 
レッ ケン リッ ジ に て 


1 am yes, lam。 クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の アダ マス で す 。 カ 
ウル ダー は 、 こ こ に 集 っ た シャ ー ン ブラ は 誰 も が 、 ま た 、 これ を 
聞い て いる シャ ー ン ブラ は 、 これから や っ て 来る こと に な る シャ 
ー ン ブラ は 皆 、 絶 対 に 不可 能 だ 、 と は 言い ませ ん 。 

クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル で の 私 の 立場 は 、 まとめ 役 で あり 、 実現 
化す る 役 で す 。 私 は 、 エネ ルギー を ひと つ に まとめ る の を 担当 し 
て いま す 。 ヴ ェ ー ル の 私 た ち 側 で 、 ま た 、 人 間 の 側 で 使わ れる エ 
ネル ギー を 。 そ し て 今日 は 、 シ ャ ー ン ブラ に と っ て は 、 ひと つ に 
まとめ る 日 (a day of convergence) で す 。 


この 日 の 占星 学 と 数 秘 学 を 見 れ ば 、 こ の 時 期 、 な ぜ 、 こ こ に いる 
よう に な る の が 選ば れ た か を 、 理解 する で し ょ う 。 当初 は あな た 
方 の カン ファ レン ス が 、 非 常に 美しい タホ ー 湖 の そば で 行わ れる 
予定 で あっ た の が 、 それ が な ぜ 、 無理 だ っ た か を 理解 する で し ょ 
う 。 すべ て の エネ ルギー を ひと つ に する た め に 、 ま さ に この 場所 
で 、 過去 に 行わ れ た スク ー ル や クラ ス の エネ ルギー も 含め て 、 ひ 
と まとまり に な る た め に 、 今日 、 再び 、 こ こ に 戻る 必要 が あり ま 
じ た 。 


私 は 、 エネ ルギー の 編成 を も た ら す の を 担当 し て いま す 。 と いう 
の は 、 エ ネル ギー は 、 あ る 意味 で 、 潜在 的 な 可能 性 の 状態 に 、 時 
に あな た 方 が 「 混 沖 」 と 呼ぶ 状態 に ある と 言え る か ら で す 。 あな 
た 方 が 、 そ れ を 「 混 活 」 と 呼ぶ の は な ぜ か と 言え ば 、 あ な た の 内 
側 に あり 、 他 の 様々 な 領域 に ある 、 あな た を 取り まく エネ ルギー 


の 断片 の 1 つ ひ と つ 一 1 つ ひ と つ 一 に ある 可能 性 を た だ 、 


見 て いな いか ら に 過ぎ ませ ん 。 


天使 の 存在 と し て 、 また 、 ク リム ゾン ・ カ ウン シル の メン バー と 
し て 、 私 は 、 エネ ルギー を ひと まとめ に する こと で 、 そ の 編成 を 
手助け し て いま す 。 それ が まさ に 、 私 た ち が 今 日 、 や っ て いく こ 
と で す 。 今日 は 、 ひと つ に まとめ る 日 で あり 、 イニ シ エ ー シ ョ ン 
の 日 で す 。 私 た ち は 、 様々 な 時 代 を 頂点 に 至ら せる イニ シ エ ー シ 
ョ ン を 持ち ます 。 つま り 、 あ な た 方 の 側 の 、 何 百年 、 何 千年 も の 
ワー ク と 、 シ ャ ー ン ブラ と し て 、 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル と し て の 、 
と て も 集中 し た 7 年間 の ワー ク の 頂点 を 極め る 日 な の で す 。 


私 、 ア ダマ ス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン は 、 か つて 、 地球 上 で と て 
も た くさ ん の 組織 や 結社 (オー ダー) を 設立 する 役目 を し て きま 


し た 。 つま り 、 テン プル 騎士 団 、 メ ー ソ ン 、 伝説 的 で は あり ます 
が 、 と て も リア ル な 、 円 卓 の 騎士 団 、 ま た 、 私 の お 気に入り の 、 
イリ ュ ミ ナ テ ィ な ど が あり ます 。 イリ ュ ミ ナ テ ィ は 、 私 た ち が 教 
えて いた こと 一 科学 と スピ リ チ ュ アリ ティ の 融合 の 教え 、 真 
実 を 教え る こと 一 が 気に入ら な か っ た 人 た ちの 影響 に より 、 
悪評 を 買い まし た が 、 イ リュ ミナ ティ は 、 こ の 瞬間 まで 、 常に 私 
に と っ て 大 事 な 、 愛 すべ きも の で し た 。 


シャ ー ン ブラ の 皆さん 、 あ な た が し て いる こと を サポ ー ト する 、 
と て も た くさ ん の 要素 が あり ます 。 ヴェ ー ル の 私 た ち 側 に は 、 ク 
リム ゾン ・ カ ウン シル が あり ます 。 これ は 、 特 別 な オー ダー で す 。 
「 ア ー ク の オー ダー」 の 直接 的 な 一 部 で は あり ませ ん 。 そ れ は 、 
教え を 担当 する 特別 な 作業 班 、 あ る い は 部 隊 で す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
カウ ン シ ル は 、 すべ て の 領域 で 、 そ し て 地球 上 で 教え て いく た め 
に 、「 ア ー ク の オー ダー」 の 最高 位 の 天使 の エネ ルギー を 集め ま 
す 。 クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル は 、 あな た が する ワー ク を サポ ー ト 
する も の で あり 、 教 師 と し て の あな た 方 を 天使 の 存在 が や っ て 来 
て 導き 、 あな た 自身 の 人 生 を 導く 助け を し 、 あな た 方 が 自分 た ち 
の た め に 、 適 切な 時 期 に も た ら す よう に 保存 し て お いた 新しい 情 
報 の いく つか を も た ら す 助け を し て いま す 。 それ が クリ ム ゾ ン ・ 
カウ ン シ ル の 役割 で す 。 


それ か ら 、 シ ャ ー ン ブラ 大 学 が あり ます 。 それ は サポ ー ト ・ ツ ーー 
ル と し て 創 ら れ た も の で す 。 教師 で ある シャ ー ン ブラ の 訓練 の た 
め の 、 学 び の ツー ル と し て 一 あな た 方 は 皆 、 何 ら か の 形 で 、 
教師 で す 。 シ ャ ー ン ブラ 大 学 は 、 も と も と 、2 0 0 0 年 以上 前 に 、 
非 物理 的 領域 で 創 られ た も の で 、 剛 化 し て きま し た 。「 新 し い エ 
ネル ギー」 の 時 代 が 到来 する こと に な れ ば 、 あな た が この 地球 で 
や る こと に な る ワー ク の た め に 、 自ら 、 準備 を し て きま し た 。 そ 
れ は 到来 し まし た 。 


それ か ら 、 あな た 方 の 新しい 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル ・ エ ナジ ー・ 
カン パニ ー」 が あり ます 。 それ は 、 あ な た 方 の 活動 の すべ て を サ 
ボー ト す る エネ ルギー を 供給 し ます 。「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル ・ 
エナ ジー・ カ ン パ ニー」 は 導管 で も あり ます 。 他 の 様々 な 領域 の 
エネ ルギー を 一 天使 の 、 ク リス タル の 領域 か ら の エネ ルギー 
を 一 流れ させ て あげ る 流動 機構 で す 。 それ が 流れ こみ 、 そし 
て あな た が し て いる 地上 レベ ル で の ワー ク を サポ ー ト する た め 
に 、 あな た の も と へ 流し て 来る た め の も の で す 。 その 外観 は 会 社 
で す が 、 法人 で す が 、 で も 会 社 は 、 そ こ に 参加 し た いと 願う すべ 
て の 人 に 開か れ て いて 、 利 用 する こと が で きま す 。「 ク リム ゾン ・ 
サー クル ・ エ ナジ ー・ カ ン パ ニー」 を 担当 する 人 た ち は 、 エ ネル 
ギー の 適切 な 流れ と 秩序 を 、 シ ャ ー ン ブラ 大 学 に 、 また 、 あな た 
方 が する ワー ク を サポ ボー ト す る 様々 な 存在 や 構造 へ と 戻す 役目 


を 持っ て いま す 。 


間違え な いで 下さ い 、 シャ ー ン ブラ の 皆さん 。 エネ ルギー の 流れ 
が あり 、 いわ ゆる 混 沖 や 無 で は あり ます が 、 真 に 潜在 的 な も の か 
ら 、 エ ネル ギー は 構造 、 あ る い は 秩序 を 受け 取り ます が 、 こ の 構 
造 、 あ る い は 秩序 は 、 あな た が する ワー ク に と っ て 重要 な も の で 
ある こと は 、 間違い あり ませ ん 。 それ は 基本 的 に 、 焦点 を 合わ せ 
る た め の も の 、 方 向 性 で す 。 それ は 養う こと 、 ある い は 可能 性 を 
流す こと で 、 あ な た の 周囲 の 肉体 の 世界 の あら ゆる と ころ で 、 地 
球 上 で あな た が 生存 する 必要 の ある 肉体 の 現実 に 、 出 て 行っ て 、 
具現 化し ます 。 


構造 に は 、 何 の 問題 も あり ませ ん 。 そ れ は と て も 適切 な も の で す 。 
で も 、 こ の 7 年間 で 学ん だ よう に 、 構 造 に つい て 重要 な こと は 、 
融通 が 利く よう に 、 柔軟 性 を 十分 に 持た せ 、 オー プン で 、 い つ で 
も 自由 に 、 その 形態 が 変化 で きる よう に し て お く こ と で す 。 重要 
な の は 、 エネ ルギー を 構造 へ と 動か し 、 あな た が 選ぶ 創造 物 へ と 
グラ ン デ ィング させ 、 それ か ら あ な た の 、 あな た が いる 、 ど の 瞬 
間 の 現実 の 状態 も 受け て 、 開放 性 を 持た せ 、 変化 し 、 流れ る 能力 
を 持た せ て あげ る こと な の で す 。 多く の 場合 、 エ ネル ギー が 構造 
化 さ れる と 、 それ は その 瞬間 に は 適用 され る の で す が 、 次 の 瞬間 
へ と 、 あ な た と と も に 自由 に 動い て 行か す せ て も ら う こと が あり ま 
せん 。 そこ で あな た は 、 いわ ゆる 歴史 や 荷物 の よう な も の を 創り 
出す こと に な り ま す 。 な ぜ な ら 、 構造 が 自由 に 、 あな た と と も に 
流れ る よう に させ て あげ な いか ら で す 。 


さて 、「 ク リム ゾン ・ カ ウン シル 」 が あり ます 。 あな た を サボ ポー 
ト す る 天使 の オー ダー で す 。「 シ ャ ー ン ブラ 大 学 」 が あり ます 。 
シャ ー ン ブラ の ワー ク の 本 当 に 中 心 と な る も の で す 。 「 ク リム ゾ 
ン ・ サ ー ク ル ・ エ ナジ ー・ カ ン パ ニー」 が あり ます 。 それ は エネ 
ルギー と と も に 流れ 、 サポ ボー ト し ます 。 そ し て 、 も う ひ と つ 、 欠 
け て いる ピー ス が あり ます 。 私 た ち が 、 あ な た 方 が と て も 長い 間 、 
また 、 こ の 7 年間 、 極 め て 集中 し て 準備 し て きた も の で す 。 


あな た 方 に は この 、「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル 」 と いう の が あり ま 
す 。 それ は 、 これ まで 一 何と 言う か 一 組織 と し て は ルー 
ズ な も の で し た 。 ひと つの 言葉 で し た が 、 何ら か の 意味 を 持つ よ 
うに な り ま し た 。 ひと つ に まとまる 日 に 向け て 準備 し て きま し た 。 
イニ シ エ ー シ ョ ン へ 向け て 、 準 備 し て きま し た 。 


そこ で 今日 、 ど の よう な 形 に し ろ 、 私 た ちと 参加 し て いる 人 た ち 
全員 に 、 イ ニシ エー ショ ン を 行い ます 。 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の 、 
あな た 方 の オー ダー へ の イニ シ エ ー シ ョ ン で す 。 


今日 、 私 た ち は 、 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の エネ ルギー と 、「 ス タ 
ンダ ー ド 」 一 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の スタ ンダ ー ド 一 に 
な る の を 選ぶ 1 人 ひと り に 対し て 、 イ ニシ エー ショ ン を し ます 。 
私 た ち は 「 ス タン ダー ド 」 と いう 言葉 を 、 慎 重 に 選び まし た 。 過 
去 に 私 た ち は 、「 騎 士 」 の よう な 言葉 を 使い まし た 。 「 司 祭 」 と 
いう よう な 言葉 を 使い まし た 。 「 オ ー ダ ー」 に 参加 する 1 人 ひと 
り の 身元 を 確認 する た め の 、 秘密 の 言葉 の よう な も の を 使っ て い 
た こと も あり ます 。 私 た ち は 、 今日 、 イ ニシ エー ショ ン を する の 
を 選択 する 人 た ち 1 人 ひと り の た め に 、「 ス タン ダー ド 」 と いう 
言葉 を 選び まし た 。 これ で 、 ト バイ アス が な ぜ 、 他 の イニ シ エ ー 
ショ ン や 上 想 や 、 その 類 の こと を し な いよ うに 言っ た の か 、 理解 
し た で し ょ う 。 私 た ち は 、 シ ャ ー ン ブラ と の 、 こ の 瞬間 の た め に 
それ を 、 と っ て お いた の で す 。 


スタ ンダ ー ド と は 、 ひと つの 質 の レベ ル の こと で す 。 スタ ンダ ー 

ド と は 、 土台 で あり 、 柱 で す 。 スタ ンダ ー ド は 他 の 人 た ちの た め 
の お 手 本 に な り ま す 。 スタ ンダ ー ド は 、 光 の 指針 で す 。 その 瞬間 
に 、 適 切な エネ ルギー を 取り こむ も の で す 。 


そこ で 私 た ち は あ な た 方 と 、 ある い は 少々 、 気 が 進ま な いか も し 
れ ま せん が 、 あな た が 「 ス タン ダー ド 」 に な る イニ シ エ ー シ ョ ン 
を 行う の を 、 あな た を 「 ク リム ゾン ・ カ ウン シル の オー ダー」 へ 、 
イニ シ エ ー シ ョ ン を する の を 、 選び ます 。 


さて 、 これ は いく つか の 問題 点 を 提起 し ます 。 あな た が この 部 屋 
に 座っ て いる な ら 、 物理 的 に この 場 に 存在 し て いる な ら 、 過去 に 
あな た は 、 オー ダー に 、 秘密 結社 に いた こと が あり ます 、 そう で 
は な いで し ょ うか 。 私 た ち は 互 い を 、 そ の よう に 知っ て いま し た 。 
あな た と 私 は 、 互い の エネ ルギー を 、 その よう に つなげ て きま し 
=。 な か に は 、 結社 (オー ダー) が 、 エ ッ セ ネ 派 まで 、 さ か の ぼ 
る 人 も いま す 。 テン プル 騎士 団 や め 、 ブ ラ ザ ー フ ッ ド (兄弟 団 ) だ 
っ た 人 も いま す 。 イリ ュ ミ ナ テ ィ の 人 も いれ ば 、 あ な た 方 の な か 
に は 特に 、 薔 薇 十字 だ っ た 人 も いま す 。 


結社 は 、 人 類 の た め に 、 適切 な 時 期 に 創 られ まし た 。 あ る 特定 の 
時 期 に 、 特定 の エネ ルギー を も た ら す た め に 、 構造 を 、 フ ォ ー カ 
ス を 、 組 織 を 、 実 現 化 を も た ら す た め に 、 結 社 は 信 ら れ ま し た 。 


あな た に 、 ま た 、 と り わ け 、 私 の 友人 で ある カウ ル ダ ー に と っ て 、 
問題 点 を 提起 する こと に な る の は 、 私 た ち も 分 か っ て いま す 。 な 
ぜ な ら 、 あな た 方 の 多く の 方 は 、「 も う 二 度 と 、 決 し て し な い 。」 
と 言っ た か ら で す 。 ええ 、 そ う で すね 、 カ ウル ダー と 私 は 、 昨 夜 、 
ちょ っ と し た 争い を し まし た 。 (少々 、 笑 ) 彼 は 、 た っ た 今 、 
あな た 方 の な か で 体験 し て いる 人 が いる よう に 、 強 い 不 安 を 覚え 
2 


て いま し た 。 心臓 の 鼓動 が 激しく な っ て いる な ら 、 掌 や 脇の下 に 
汗 を か いて いる な ら 、 少々 、 不安 を 感じ て いる な ら 、 そ れ は あな 
た が か つて 、 結社 に いた こと が ある か ら で す 。 そし て これ ら の 結 
社 で 、 流血 が 起こ り 、 血 が 流さ れ ま し た 。 大 抵 は 、 あ な た の 血 で 
し た 。 (少々 、 笑 ) 


あな た は 、 自 分 の 信念 に より 、 迫害 を 受け まし た 。 当 時 、 や ろう 
と し て いた こと に より 、 迫害 を 受け まし た 。「 結 社 」 で の 体験 に 
より 、 あな た が と て も 深く 愛し た 結社 が 、 あ な た に 大 き な 苦 し み 
を も た らし た の で す 。 それ は た だ 、 流血 だ け で は な く 、 感情 的 な 
苦し み で も あり まし た 。 


あな た 方 の 多く の 方 に と っ て の 感情 的 な 苦し み と は 、 結社 を 去る 
よう に 言わ れ た こと で し た 。 当時 の 地球 の カウ ン シ ル の 前 に 歩み 
出 て 、 立ち 去る よう に 言わ れ た の が どん な も の だ っ た か 、 と いう 
記憶 で す 。 拒絶 され た 感覚 、 あ な た が 本 当 に 心から 愛し 、 心から 
自分 自身 を コミ ッ ト し て 、 その た め に 闘い 、 守っ て きた グル ー プ 
か ら 追 い 出さ れ た 感覚 で す 。 


で も 、 私 は ここ で 少し 時 間 を と っ て 、 あな た が 去る よう に 言わ れ 
た 瞬間 を 、 な ぜ 、 去る よう に 言わ れ た の か を 思い 出し 、 その エネ 
ルギー を 感じ て も らい た いと 思い ます 。 それ は 、 以来 、 あ な た に 
困難 を 、 苦難 を も た らし て きま し た が 、 そこ に は 理由 が あっ た の 
で す 、 親 愛 な る 、 愛 すべ き 者 た ち 。 


あな た は 、 あ な た 自身 の 力 で 、 と て も 成長 し て いま し た 。 あな た 
な り に 悟り に 達し 、 経験 が あっ た た め 、 結社 自体 が 、 も は や あな 
た に と っ て 、 ふさ わし いも の で は な く な っ て いた の で す 。 外 に 出 
て 自分 自身 の た め に 物事 を 発見 する た め に 、 去 る よう に 言わ れ た 
の で す 。 出 て 行っ て 、 自 分 の 力 で 受け 取り 、 学び 、 成長 する よう 
に 。 そう する こと で 私 た ち が こ の 瞬間 に 、 こ の 、 ひと つ に ま と ま 
る 日 に 、 戻っ て 来 て 、 再び 一 緒 に な れる か ら で す 。 その 途上 で 獲 
得 し た すべ て の も の と と も に 、 あな た の 智 革 と 愛 と と も に 、 あな 
た 自身 と 人 類 に つい て 学ん だ レッ スン と と も に 、 そ れ ら を この 場 
所 に 持ち 帰る こと が で きる か ら で す 。 


あな た は 「 人 生 」 を 、 収穫 し て いた の で す 。 「 人 生 」 を 学ん で い 
た の で す 。 あ な た は 、 新た に 生徒 に な る こと で 、 再び 新しい 「 教 
師 」 と し て 戻っ て 来る こと に な る 、 教師 で し た 。 で すか ら 私 た ち 
は 、 去る よう に 言っ た の で す 。 それ は 光栄 な こと で し た 。 その 当 
時 は 、 そ の よう に は 見 えな か っ た で し ょ う が 。 そ れ は あな た へ の 、 
「 大 いな る すべ て 」 へ の 、 因 恵 で し た 。 


あな た は も う 、 長い 間 、 自 分 の 力 で や っ て きま し た 。 そ れ は 孤独 


で 、 時 に 暗く 、 困 難 で し た 。 け れ ど も 和 今 、 私 た ち は 、 シ ャ ー ン ブ 
ラ の この 、 ひと つ に まとまる 、 再び 結合 する た め に 、 私 た ちの エ 
ネル ギー を 一 緒 に する た め に 、 惑星 地球 の 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク 
ル の オー ダー」 と いう 旗 の 下 に 、 新しい 形 で 私 た ち 自 身 を 再 結成 
する た め に 、 戻 っ て 来 ま し た 。 


これ は 、 最 初 の スピ リ チ ュ アル な オー ダー 一 文句 な し に 一 

「 新 し い エ ネル ギー」 の 最初 の スピ リ チ ュ アル な オー ダー で す 。 
私 た ち が そ れき を 編成 する 手助け を し た の で 、 私 た ち に は 分 か り ま 
す 。 誰が 出 て 行っ て 、 誰が 戻っ て 来る か を 見 て いる の で 、 私 た ち 
に は 分 か り ま す 。 誰が 組織 を まとめ 、 誰が 本 当 に 「 新 し い エ ネル 
ギー」 に いる か を 、 私 た ち は 見 て いま す 。 で すか ら 、 こ の 日 は 、 
ここ で 最初 の 「 新 し い エ ネル ギー の オー ダー」 の イニ シ エ ー シ ョ 
ン に 集まっ て いる 私 た ち 全員 に と っ て 、 と り わ け 祝 福 さ れ た 日 で 
す 。 


あな た は 「 ス タン ダー ド 」 で す 一 あな た が 選ぶ の で あれ ば 。 
私 た ち は 、「 新 し い エ ネル ギー の スタ ンダ ー ド と し て の 道 」 を 振 
り 返 っ て か ら 、 す ぐに ここ で 、 イ ニシ エー ショ ン を 行い ます 。 


@ 「 ス タン ダー ド と し て の 道 」 は 、「 自 己 」 に 始ま り ま す 。 


1. まず 、 自 分 自身 を 愛す る こと で す 。 自 分 自身 を 愛す の を 学 
ん で いな けれ ば 、 どう や っ て 他 の 人 た ちの 役に立て る で し ょ うか 、 
手助け が で きる で し ょ うか 。 あな た が 古い オー ダー を 去る よう に 
言わ れ て 以来 、 孤 独 の な か で あな た が 学ん で きた こと の 多く が 、 
自己 を 愛す る の を 見 出す こと で し た 。 愛 を 見 出す た め に は 、 間 を 
見 出さ な けれ ば な り ま せん で し た 。 拒絶 を 、 憎しみ を 、 孤独 を 見 
出さ ね ば な り ま せん で し た 。 そう する こと で 、 自分 自身 に 本 当 に 
恋 に 落ち る の が どん な も の か を 知り な が ら 、 ここ に 戻る こと が で 
きる か ら で す 。 


2. 次 に 、「 自 己 」 に 対す る も の で 、「 ス タン ダー ド と し て の 
道 」 は 、 自ら の 真実 に 従う こと で す 。 他 の 人 た ちの 真実 に 従う の 
が どん な も の か 、 あ な た は 学ん で きま し た 。 それ は 、 ク ツ ミ な ら 
「 む か つく 」 と 言う も の で す 。 ( 笑 ) 他 の 人 た ちの 真実 に 従う 
こと は 、 行き 詰まる も と で ある の を 、 不安 と 「 う つ 」 に つなが る 
の を 、 自 分 自身 の 内 側 の 混乱 に つなが る の を 、 学 ん で きま し た 。 
で も 、 あ な た が 自ら の 真実 に 従え ば 、 ク リア ー で 、 明白 で 、 純粋 
で す 。 


3. 「 ス タン ダー ド と し て の 道 」 は また 、 自 分 自身 を 信頼 する 
こと で す 。 え え 、 こ の 7 年間 、 あ な た は 他 の あら ゆる も の を 信頼 
する と いう 遊び を し て きま し た 一 スピ リッ ト 、 ガ イド 、 あな 
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た の マイ ンド 一 自分 以外 の あら ゆる も の で す 。 そ の 神聖 な 、 
内 な る 声 を 聞く の が どん な も の か を 今 、 理解 する た めで し た 。 そ 
れ は 、 い っ た ん 発見 すれ ば 、 静か な 声 に は な り ま せん 。 それ は あ 
まり に も クリ アー で 、 純 粋 な の で 、 あ な た の 真実 だ と 分 か り ま す 。 


4. 「 自 己 」 の た め の 「 ス タン ダー ド と し て の 道 」 は また 、 豊 
か さ で も あり ます 。 あな た は この 数 千年 と いう 時 間 、 欠如 と 貧困 
に 生き る の が 、 制 限 と いう 信念 体系 に 生き る の が どん な も の か を 、 
実際 、 発見 し まし た 。 物 有 を いや 、 苦し む 人 に な る の が どん な も の 
か を 学び まし た 。 人 生 で 、 エネ ルギー の 流れ を 否定 する の が どん 
な も の か を 学び まし た 。 け れ ど 、 今 、「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル 」 
の 「 ス タン ダー ド 」 と し て 、 あ な た は 、 豊 か さ の 道 を 受け 入れ ま 
す 。 


あな た の 人 生 の あら ゆる 形 の 豊か さ が 、 適 切な エネ ルギー を 伴い 、 
あな た か 必要 と する ちょ うど 良い 時 に 、 ち ょ うど 良い 瞬間 に 、 あ 
な た に 流れ こん で きま す 。 天使 の 羽 で 運ば れる わけ で は な く 、 ス 
ピリ ッ ト か ら の 贈り 物 と し て 運ば れる わけ で も な く 、 あな た が 自 
ら の 人 生 で 、 自 分 の た め に 選び 、 実 現 化 する も の と し て 、 そ し て 、 

豊か さ が 自 然 で ある の を 発見 し ます 。 豊か さ は 、 流れ で す 。 豊か 
さ は 、 自 分 自身 の た め に 表現 する 愛 で す 。 


@ 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 の 「 ス タン ダー ド と し 
て の 道 」 は また 、「 創 造 」 に つい て で も あり ます 。「 創 造 」 に は 、 
4 つの ポイ ント が あり ます 。 


1. 最初 の 道 は 、 自 ら の 創造 に 責任 を 持つ こと で す 。 あ な た の 
人 生 は 、 他 の 誰 に も 責任 が な いこ と を 、 あ な た は 学び まし た 。 あ 
な た は 犠牲 者 で は あり ませ ん 。 他 の 誰か が 、 あな た に し て いる わ 
け で は あり ませ ん 。 あ な た は 創造 が 一 あな た の 創造 が 一 
人 生 に 入っ て 来れ る よう に 、 手 の 込ん だ 一 連 の エネ ルギー の 活動 
を 設定 し まし た 。 それ を 他人 の せい に する こと は で きま せん 。 誰 
か 他 の 人 の 虐待 の 犠牲 者 に な る こと は で きま せん 。 スタ ンダ ー ド 
は 、 自 ら の 創造 に 責任 を 持ち ます 。 


2. 「 創 造 」 の 第 2 の ポイ ント は 、 あ な た の 創造 に 、 生 命 と 自 
由 を 与え る こと で す 。 何 か を 創造 する こと と 、 それ に あな た の 生 
命 力 の 神聖 な エネ ルギー で 祝福 し 、 生命 を 、 自由 を 与え て あげ る 
こと と は 、 別 の も の で す 。 多く の 場合 、 人 間 は 創造 する と 、 コン 
トロ ー ル し ます 。 で も 、 それは 本 当 の 欠如 を 、 本 当 の エネ ルギー 
の 真空 を 、 本 当 の エネ ルギー の 不 均衡 を 残す こと に な り ま す 。 


人 生 に 何 か を 創造 する 時 、 あな た は 創造 に 生命 を 吹き こみ 、 自由 
を 与え ます 。 それ は 、 成長 する こと が で きま す 。 人 間 の マイ ンド 


が 把握 すら 、 で き な い 形 で 、 成長 する こと が で きま す 。 今日 、 そ 
こ に ある こと すら 、 気づか な い 可能 性 へ と 、 成長 する こと が で き 
ます 。 あ な た の 創造 へ 生命 を 与え 、 生 命 と 自由 を 吹き こむ こと は 、 
親 と 子 の 関係 に 似 て いま す 。 親 は 子供 を 誕生 させ ます が 、 子供 を 
所 有する こと は あり ませ ん 。 親 は 子供 を 育て ます が 、 や が て 、 子 
供 を 手放し 、 自ら 成長 させ て あげ な けれ ば な り ま せん 。 ここ で の 
違い は 、 あな た の 創造 は 常に 、 あな た の も の で ある と いう こと で 
す 。 常に あな た の 一 部 で す 。 で すか ら 、 ど うし て 制限 し た いと 思 
う で し ょ うか 。 


3. あら ゆる 創造 に 生命 を 吹き まこ まな けれ ば な り ま せん 。 教師 
と し て の あな た 自身 に 、 生命 を 吹き こん で 下さ い 。 あな た の 人 生 
に 溢れ て いる あら ゆる も の に 、 生命 を 吹き まこ ん で 下さ い 。 成長 す 
る 自由 を 与え て 下さ い 。 美 、 喜 び 、 表 現 の 自由 を 与え て 下さ い 。 
する と それ は 、 と て も 多く の 様々 な 形 で 、 あ な た に 戻っ て きま す 。 


「 カ ウン シル 」 と 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 の スタ ン 
ダー ド は 、 決し て 、 自分 た ちの 創造 を 制限 し ませ ん 。 結果 に 対し 
て 期待 する こと は 、 決 し て あり ませ ん 。 そ れ は 制限 が あり ませ ん 。 
あな た は 創造 し 、 そ し て 、 決し て 制約 する こと は あり ませ ん 。 そ 
れ が 流れ 続け る よう に させ て あげ ます 。 すべ て の 創造 は 、 柔軟 で 
す 。 


4. 「 ス タン ダー ド の 道 」 は 、「 ナ スト 」 で す 一 第 4 の ポ 
イン ト は 一 「 ナ スト 」 で す 。 ト バイ アス は 、 先 日 、 ナ スト に 
つい て 話し まし た 。 ナス ト は 、 解決 策 で す 。 ナス ト は 、 創造 的 な 
流れ で す 。 ナス ト は 、 永 示 の 年 月 に わた り 、 使わ れ て こ な か っ た 
エネ ルギー で す 。 ナス ト が 入っ て 来る と 、 それ は 神 性 と 人 間 の 橋 
渡し を し ます 。 創造 者 と し て 、 スタ ンダ ー ド と し て 、 ナス ト が 流 
れこ ん で 来る よう に 、 あな た は し て あげ ます 。 問題 や 試練 に 縛ら 
れ た り 、 制約 され る の で は な く 、 単に ナス ト が 入っ て 来 て 、 ク リ 
アー で 、 開 か れ た 解決 策 を 提示 する よう に させ て あげ る の で す 。 


@ 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 の 「 ス タン ダー ド と し 
て の 道 」 は また 、「 人 生 」 で す 。 


1. 「 人 生 」 の 最初 の ポイ ント は 、 人 生 を 選ぶ こと で す 。 あ ら 
ゆる 瞬間 、 あ ら ゆ る 呼吸 で 、 人 生 を 選ぶ こと で す 。 あ な た が この 、 
驚く べき 時 に 、「 新 し い エ ネル ギー」 へ と シフ ト す る この 時 に 、 
この 地球 に いる の を 選ぶ こと で す 。 毎日 、 人 生 を 選び 、 あな た の 
身体 に に 、 マイ ンド に 、 ナス ト に 、 スピ リッ ト に 、 あ な た が ここ い 
る の を 選ん で いる の を 知ら せる こと で す 。 あな た が 肉体 に いる の 
を 選ぶ と 、 あな た の エネ ルギー 構造 の 組成 全体 を 変え た ます 。 その 
結果 、 あな た の も と へ 、 まっ た く 違 う 種 類 の エネ ルギー を 惹き つ 
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ける こと に な り ま す 。 人 生 を 選べ ば 、 あ な た は 、 人 生 を 選ぶ エネ 
ルギー を 惹き つけ ます 。 


2. 「 人 生 」 で 、2 番 目 の ポ イン ト は 、 あ ら ゆ る も の に 対し て 
思い や り を 持つ こと で す 。 何より まず 、 自分 自身 に 対し て の 思い 
や り で す 。 あな た が し て きた 、 あら ゆる こと に 対す る 思い や り で 
す 。 あな た が 持っ て きた あら ゆる 体験 に 対す る 思い や り で す 。 あ 
な た が 古い オー ダー を 去る よう に 言わ れ た 瞬間 へ の 思い や り で 
す 。 ええ 、 そ れ は 、 あ な た の ハー ト に 、 あ な た の 歴史 に 重い 負担 
と し て の し か か っ て いま し た 。 今 、 そ れ を 見 て みて 下さ い 。 あな 
た に 去る よう に 言っ た 時 に エル ダー (年 長者 ) が 持っ て いた 愛 を 
見 て 下さ い 。 親愛 な る 、 愛す る 者 に 、 名 誉 ある 指導 者 に 、 あ な た 
と と も に 創り 上 げた まさ に 、 そ の オー ダー を 去る よう に 言わ な け 
れ ば な ら な か っ た 、 彼 ら が 持っ て いた 思い や り を 見 て 下さ い 。 


あら ゆる 人 に 思い や り を 持っ て 下さ い 。 あら ゆる 体験 に 。 犠牲 者 
で ある 人 た ち 、 虐待 者 で ある 人 た ち へ の 思い や り を 。 人 生 に 困難 
と 問題 を 抱え て いる 人 た ち へ の 思い や り を 。 な ぜ な ら 、 彼ら は そ 
れ を 選ん で いる か ら で す 。 思い や り と は 、 彼ら の 選択 に 敬意 を 払 
うこ と で あり 、 ホー ムレ ス の 人 に 微笑 みか ける こと で あり 、 身体 
障害 者 や 、 手足 の 不 自由 な 人 に 微笑 みか ける こと で あり 、 金持ち 
で 権力 を 持つ 人 に 微笑 みか ける こと で あり 、 す べ て の 人 に 微笑 み 
か ける こと で す 。 そ れ が 、 思い やり で す 。 スタ ンダ ー ド は 、 あ ら 
ゆる も の に 対し て 、 思い や り を 持っ て いま す 。 すべ て が 選択 され 
た も の で あり 、 適切 に 行動 に 示さ れ て いる こと を 理解 し ます 。 


3. 「 人 生 」 で は ・・・ 「 人 生 」 の 第 3 の ポイ ント は 、 人 生 
の 恵み を 受け 入れ る こと で す 。 た くさ ん 、 あ り ま す 。 人 生 は 、 あ 
な た の 役に立つ た め に ここ に あり ます 。 人 生 は 、 あら ゆる も の の 
役に立つ た め に 、 こ こ に あり ます 。 そ れ は 、 恵 み に 満ち て いま す 。 
た っ た 今 、 あな た の 周り に 、 恵み な が ふん だ ん に あり ます 一 ガ 
イア の 恵み 、 他 の 人 間 か ら の 恵み 、 あ ら ゆ る 瞬間 に 生じ る 恵み が 。 
あな た が か が 道 で 会 う 1 人 ひと り の 人 は 、 あな た が 関係 を 持つ あら ゆ 
る 人 が 、 あ ら ゆ る 動物 が 、 あ ら ゆ る 鳥 が 、 あ な た の 顔 を 撫で る そ 
よ 風 の 1 つ ひ と つが 、 恵み で す 。 そこ に は 理由 が あり 、 あ な た の 
人 生 に は 、 目的 が あり ます 。 1 つ ひ と つの も の を 、 恵み と し て 受 
け 入 れ て 下さ い 。 偶然 の 出来 事 と し て で は な く 、 た だ 、 た また ま 
起こ っ た も の と し て で は な く 、 あな た の 人 生 に お ける 、 同期 の 出 
来 事 と し て 、 恵み と し て 。 そう すれ ば 、 あ な た は 人 生 を まっ た く 
新しい や り 方 で 称賛 する よう に な る で し ょ う 。 


4. 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 の スタ ンダ ー ド と し 
て 、 あ な た が 自分 自身 に 敬意 を 払う よう に 、 人 生 に も 敬意 を 払う 
こと で す 。 また 、 人 生 が あな た に 敬意 を 払う よう に 、 あ な た 自身 


に 敬意 を 払う こと で す 。 こ れ は 、 イ ェ シ ュ ア の 理念 で す 。「 自 分 
に し て ほし いよ うに 、 他人 に 接する 」 と いう も の で す 。 あらゆる 
も の に 、 相互 の エネ ルギー が あり ます 。 あな た が そう し て ほし い 
よう に 、 人 生 に 接し て 下さ い 。 あ な た 自身 に 良く 接し て 下さ い 、 
親愛 な る 友人 た ち 。 あ な た 自身 に 良く 、 接 し て 下さ い 。 


人 @ 地球 上 の 「 ク リム ゾン ・ カ ウン シル の オー ダー」 の 「 ス タン 
ダー ド と し て の 道 」 は また 一 4 番目 の カテ ゴリ ー は 一 
「 教 師 」 に つい て で す 。 それ が あな た と いう 人 で す 。 そ の 最初 の 
ポイ ント は 、 


1. あな た の も と へ や っ て 来る 、 す べ て の 人 の 教師 に な っ て 下 
さい 一 た くさ ん の 人 が 来る で し ょ う 。 彼ら は 様々 な 状態 や 形 
で や っ て 来 ま す 。 様々 な 多く の や り 方 で 、 あ な た の も と へ や っ て 
来 ま す 。 必ず し も 、 ワー クシ ョ ッ プ に 申し 込む だ け と は 限り ませ 
ん 。 店 で ば っ た り 会 う 人 だ っ た り 、 同僚 だ っ た り 、 子供 や 親 、 友 
人 と し て や っ て 来る か も し れ ま せん 。 あらゆる や り 方 で 、 状 態 で 、 
あな た の も と へ や っ て 来る で し ょ う 。 


ここ で 注意 し て お くべ き 重 要 な こと は 、 彼 ら が あな た の も と へ や 
つて 来る と いう こと で す 。 スタ ンダ ー ド は 、 伝道 し た り 、 説教 し 
た り は し ませ ん 。 な ぜ な ら 、 スタ ンダ ー ド は 、 敬意 を 払う か ら で 
す 。 け れ ど も 、 ス タン ダー ド は また 、 彼 ら が ちょ うど 良い 時 に 、 
あな た の と ころ へ や っ て 来る の を 知っ て いま す 。 そし て 、 聞き ま 
す 。 聞き ます 。 説教 する こと や 、 教え よう と する こと で すら 、 あ 
り ま せん 。 た だ 、 聞く の で す 。 まさ に ぴっ た り の 瞬間 に 、 ど う 言 
えば 良い の か 、 あ な た に は 分 か り ま す 。 あら ゆる レベ ル で 、 彼ら 
を 感じ 、 察知 する こと が で きる よう に な り ま す 。 彼ら の 神聖 な る 
自己 と 、 人 間 の 自己 と に 、 同時 に つなが る こと が で きる よう に な 
り ま す 。 そし て 、 何と 言え ば 良い か 、 ぴっ た り の 言葉 を 知る の で 
す 。 あ な た は 教師 で あり 、 彼 ら は あな た の も と へ や っ て 来 ま す 。 


2. 「 ス タン ダー ド の 道 」 の 「 教 え 」 に つい て の 2 番目 の ボ ポイ 
ント は 、 あな た が 喜び の 教師 で ある こと を 理解 する こと で す 。 そ 
れ は 義務 で は あり ませ ん 。 教 える こと を 割り 当て られ て いる わけ 
で は あり ませ ん 。 や ら な けれ ば な ら な い 、 と いう こと は あり ませ 
ん 。 ジャ ンプ し て く ぐり 抜け な けれ ば な ら な い 輪 で は あり ませ ん 。 
あな た が 次 の レベ ル に 至る た め に 耐え て いか ね ば な ら な い 符 仕 

で は あり ませ ん 。 ク リム ゾン ・ カ ウン シル の 天使 の 存在 た ちか ら 、 
あな た の 喜び で な けれ ば 、 これ を する よう に 言わ れる こと は あり 
ませ ん 。 義務 感 か ら 教 える と 、 義務 の よう に 思え る で し ょ う 。 苦 
労 に な る で し ょ う 。 困難 に な る で し ょ うし 、 生徒 た ち は 、 同じ よ 
うな 義務 感 の エネ ルギー と と も に あな た の も と へ や っ て 来る の 

で 、 十 分 に 力 を 発揮 する こと が な く な り ま す 。 ス タン ダー ド は 、 
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喜び の な か で 教え ます 。 


3. スタ ンダ ー ド は また 一 「 教 え 」 の 第 3 の ポイ ント で す 
ー スタ ンダ ー ド は 、 見 返り を 期待 する こと な く 、 教え ます 。 こ 
の こと に よる 評価 は あり ませ ん 。 クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の な か 
で 、 さ ら に 良い 座 を 獲得 する わけ で は あり ませ ん 。 (少々 、 笑 ) 
教師 だ っ た か ら と いっ て 、 さ ら に 良い 「 ド リー ム ・ ウ ォ ー ク 」 を 
し て も ら え る こと も あり ませ ん 。 見 返り は あり ませ ん 。 パラ ドッ 
クス は 、 あな た の も と へ や っ て 来る 人 た ち に 喜び の な か で 教え て 
いれ ば 、 す べ て が あな た の た め に 用 意 さ れ て いる こと で す 。 で も 、 
見 返り を 期待 する こと で や れ ば 、 エネ ルギー が それ 自体 、 無効 に 
し て し まい ます 。 見 返り の た め に 教え な いで 下さ い 。 で も 、 見 返 
り は 、「 今 の 」 瞬間 に 、 そ こ に ある こと を 、 理解 し て 下さ い 。 


4. 「 教 え 」 に 関す る スタ ンダ ー ド の 4 番目 の ポイ ント は 、 ナ 
スト を 、 デイ ・ ウ ー ン ・ ナ スト を 、 あ な た の も と へ や っ て 来る す 
べ て の 人 に 教え る こと で す 。 それ に は 少し 、 時 間 が か か る か も し 
れ ま せん 。 「 デ イ ・ ウ ー ン ・ ナ スト 」 と いう 言葉 を 、 彼ら に 向け 
て 口 に する 時 点 に 達する まで に 、 数 ヶ月 も 、 何 年 も か か る か も し 
れ ま せん 。 彼ら が 、 自分 た ち 人 間 の 椅子 の 、4 番 目 の 足 を 完備 す 
る の が どん な も の な の か 、 ナス ト の エネ ルギー を 取り こん で 、 身 
体 、 マ イン ド 、 ス ピリ ッ ト と 一 緒 に する の が どん な も の な の か 、 
理解 する 地点 に 至る まで に は 。 けれ ども 、 あな た は ナス ト の プロ 
セス を 通し て 、 彼 ら を 指導 し 、 教え 、 導 く こ と に な り ま す 。 


これ が 、4 つの カテ ゴリ ー に 分 か れ た 、1 6 の ポイ ント で 、 ス タ 
ンダ ー ド ・・・ 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 の 「 ス タ 
ンダ ー ド の 道 」 に は 、 それ ぞ れ の 項目 に 4 つの ポイ ント が あり ま 
す 。 


私 た ちの イニ シ エ ー シ ョ ン の 時 で す 。 これ は 、 選択 に に る も の で 
す 。 あ な た 方 1 人 ひと り に と っ て 、 沈 黙 の 選択 に な る で し ょ う 。 
今日 、 選択 し な けれ ば 、 い つ で も 別 の 時 に 選ぶ こと が で きま す 。 
ここ に じかに 来 て いな けれ ば 、 (ライ ブ で ) 聞い て いる 人 は 、 今 、 
選択 する か 、 あ る い は 後 で 選択 する こと が で きま す 。 こ の 「 今 の 」 
瞬間 の 外側 で 、 こ れ を 読ん で いる か 、 聞 いて いる 人 は 、 あ な た は 、 
本 当 に 、「 今 の 」 瞬間 に いて 、 時 間 と 空間 を 超え て ここ に いる の 
だ 、 と いう こと を 理解 し て くだ さい 。 あ な た 方 も また 、 今 、 選択 
する か 、 後 で 選択 する こと が で きま す 。 


地球 の 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 の スタ ンダ ー ド の イ 
ニシ エー ショ ン の 時 で す 。 これ は 、 あな た が や っ て きた ワー ク を 
固め る こと に な り ま す 。 これ は 、 ひと つ に まとめ る こと に な り ま 
す 。 本 当 の 意味 で 、 揺 る ぎ な い 結束 を 持つ こと に な り ま す 。 


私 は 具体 的 な 証明 書 を 授け る よう に お 願い し ます 。 その 証明 書 の 
正確 な デザ イン に つい て 、 私 は カウ ル ダ ー に 詳し く 説明 する つも 
り で す 。 この 新しい 、 地 球 の 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 
を 示す メ ダル を 、 金属 で 、 ブ ロン ズ と ゴー ルド の 両方 を 使っ た も 
の を 、 用 意 す る よう に お 願い し ます 。 ええ 、 カウ ル ダ ー、 有 料 で 
す 。 ( 笑 ) で も 、 あ な た が 選ぶ な ら 、 展 示し た り 、 身 に つけ た 
り し た い 人 の た め に 、 そ れ は 用 意 さ れ ま す 。 


で は 、 まず 、 相応 の 天使 の エネ ルギー を も た ら す こと か ら 始 め ま 
す 。 今 、 私 た ちの 親愛 な る 友人 、 ト バイ アス の エネ ルギー を も た 
らし ます 。 私 た ち は 、 すべて の 天使 の 存在 た ち に 、 こ の ステ ー ジ 
上 の カウ ル ダ ー と リン ダ の 後方 に 参加 する よう に お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 ク ツ ミ の エネ ルギー が 、 この ステ ー ジ で 私 た ち に 加わ 
る よう に お 願い し ます 。 彼ら が 、 こ の 日 の た め に 、 身なり を 整え 
て きた の を 、 あな た の 第 3 の 目 で 見 る か 、 ハー ト で 感じ る で し ょ 


う 。 


私 た ち は 、 オア マ の エネ ルギー が 、 こ の 朝 、 ス テー ジ に 加わ る よ 
うに 、 お 願い し ます 。 


また 、 ク ァ ン ・ イ ェ ン の エネ ルギー が 、 こ の 朝 、 ス テー ジ に 加わ 
る よう に 、 お 願い し ます 。 


最後 に 、 私 た ち は 、 ステ ー ジ に ラフ ァ エ ル の エネ ルギー を 持っ て 
きま す 。 これ で 、 イ ニシ エー ショ ン に 参加 する 、 ク リム ゾン ・ カ 
ウン シル の 天使 の 存在 た ち が そ ろ い まし た 。 


あな た 方 1 人 ひと り に 、 シャー ン ブ ラ の 皆さん 、 イニ シ エ ー シ ョ 
ン を 選択 し た 人 た ち に は 、 相応 の 天使 の 存在 が 、 あ な た の 人 生 に 
入っ て 来 て 、 あ な た と すぐ に 、 直接 的 な つなが り を 持ち ます 。 名 
前 に つい て は 、 今 は 心配 し な いで 下さ い 。 どん な 顔 か も 心配 し な 
いで 下さ い 。 た だ 、 あ な た に は 、 あ な た と ここ で 一 緒 に ワー ク し 
て いく 、 相応 の 天使 の 存在 が 、 ク リム ゾン ・ カ ウン シル か ら 与 え 
られ ます 。 割り 当て られ ます 。 過去 に 知っ て いた よう な ガイ ド で 
は あり ませ ん 。 ラン ナー で も あり ませ ん 。 天使 の レベ ル で の 、 ク 
リム ゾン ・ カ ウン シル と の 通信 員 に な り ま す 。 彼ら は 、 バラ ンス 
を と る た め に 、 エネ ルギー を あちこち へ 流す た め に 、 あな た と と 
も に ワー ク し て いき ます 。 彼ら は 、 あな た の 天使 の パー トナ ー に 
な り ま す 。 いい え 、 彼ら が あな た の 問題 を 解決 する こと は あり ま 
せん 。 な ぜ な ら 、 あ な た は 問題 を 抱え て いな いか ら で す 。 (少々 、 
笑 ) 彼ら は 、 イ ニシ エー ショ ン を 受け た 教師 と し て の 、 あな た 
の 新しい 役割 に お いて 、 同僚 に な り ま す 。 で すか ら 、 あ な た が イ 
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ニシ エー ショ ン を 選択 すれ ば 、 彼 ら も また 、 入 っ て 来 ま す 。 


私 は 、 全 部 で 6 人 の 人 間 に 、 こ の 、「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オ 
ー ダ ー」 の 、 人 間 の 側面 を 代表 し て 、 前 に 出 て も ら う よう に 、 お 
願い し ます 。 


私 た ち は 、 まず 、 カウ ル ダ ー の エネ ルギー が 、 た っ た 今 、 ス テー 
ジ で 、 も う 少 し 人 間 ら し く 存 在 す る よう に 、 お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 リ ンダ の 人 間 の エネ ルギー が 、 ステ ー ジ に 立つ 天使 の 
存在 た ち に 対応 し て 、 完 全 に 存在 する よう に 、 お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 アー ンド ラ 一 ノー マ 一 に ここ に 来 て 、 ス テー 
ジ の 前 に 立ち 、 天 使 の 存在 た ちの エネ ルギー に 対応 する 手助け を 
する よう に 、 お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 ギ ャ レッ ト も また 、 こ こ に 来 て 、 ス テー ジ の 前 に 立ち 、 
聴 軍 の 方 を 向く よう に 、 お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 ジ ャ ニス ・ バ ー ニ ー に 、 こ こ に 来 て 、 ス テー ジ の 前 に 
立ち 、 人 間 の エネ ルギー と 天使 た ちの エネ ルギー が 対応 する よう 
に 、 聴 衆 の 方 を 向く よう に 、 お 願い し ます 。 


それ か ら 、 私 た ち は 、 ジ ョ ン ・ ク デル カ に ここ に 来 て 、 ス テー ジ 
の 前 で 、 人 間 の 前 に 立ち 、 天 使 の 存在 た ちと 対応 し て 立つ よう に 、 
お 願い し ます 一 ここ で は 、 楽器 は 置い て 行っ て 下さ い 。 ( ジ 
ョ ン に 話し か け て いる ) 


私 た ち は 、 こ の 新しい 「 オ ー ダ ー」 で 、 ス タン ダー ド と し て の イ 
ニシ エー ショ ン を 選択 する 人 た ち 全 員 に 、 今 、 深呼吸 を する よう 
に 、 お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 デ イヴ ィ ッ ド ・ マ ッ ク マ スタ ー に 、 チ ャ イム を 取り 、 
前 方 に 持っ て き て 、 イニ シ エ ー シ ョ ン が 繰り 広げ られ る 時 に 、 チ 
ャ イム を 2 2 回 、 鳴 ら す よう に 、 お 願い し ます 。 


私 た ち は 、 ハー ブ の 音楽 が 演奏 され る よう に 、 お 願い し ます 。 た 
だ 、 美 し いか ら で す 。 


それ で は ・・・ 私 た ち は 、 チ ャ イム が 2 2 回 、 鳴 り 始め た ら 、 
すぐ に イニ シ エ ー シ ョ ン を 開始 し ます 。 


(長い 間 。 チャ イム が ゆっ くり と 、2 2 回 、 鳴 る ) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル に より 、「 大 いな る すべ て 」 の 名 に お い 
て 、 権限 を 付与 され た 私 は 、「 新 し い エ ネル ギー」 の 進化 に お い 
て 、「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル の オー ダー」 を 、 あ な た 方 1 人 ひと 
り を 、「 ス タン ダー ド 」 に イニ シ エ ー ト し ます 。 


私 は 、 ア ダマ ス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン で す 。 


translator: mayumi ( 林 眞弓 ) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ コー ルデン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト www. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ヤー ン ブ ラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情 報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
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あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コロ ラド 州 ゴ ー ル デン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2006 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 

私 書 箱 7328 E メ ー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレス を 確認 する に は 

JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に に て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 


